
東北大学「社会にインパクトある研究」 ～持続可能で心豊かな社会の創造～

令和３年度における活動実績・成果の概要

太陽系の激動を探り、宇宙に拡がる文明を拓く

[1. 組織形成]  web（http://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/）とtwitter

（https://twitter.com/TohokuUniv_AIRC）で、部門・学内関係部局諸活動の情報
交流・掲示・広報のインフラを構築。施設（超小型衛星運用アンテナ更新)・宇宙
航空連携研究センターの概算要求に至る。国際集積エレクトロニクス研究開
発センターの参加（スピントロニクス研究への宇宙航空分野への連結)も得た。

[2. シンポジウム] 2021年12月に本拠点第三回シンポジウムを開催。<1> 

宇宙生命科学フロンティアの開拓 <2> スピントロニクス半導体宇宙利用・超
小型衛星開発戦略を軸に実施した。
(https://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/211204-aircsympo3/)

[3. 教育・研究連携] 

(1) 連携講義：学部横断 (基礎ゼミ)、大学院横断（講義：学際研連結活動ｘ１，シ

リーズ集中講義ｘ１）で発展。
(2) 研究集会：惑星圏シンポ（２月）で太陽系全域探査と将来有人活動を目
指す戦略議論を実施。秋に行うJAXA相模原会合と「年２回方式」が定着。超
小型衛星教育プログラム全国化検討も東大・名大・神戸大・総研大と議論中。
(3) DC院生特別支援：国際宇宙大学(ISTU)へのDC派遣支援。
(4) 学内横断プロジェクト： 超小型衛星・宇宙ステーション実験
「BioCube-SAT・BioCube-ISS」開発プロジェクトを実施中。学内複数部局の
スタッフ・大学院生・学部学生を中軸に、学外研究者も巻き込む形で活動中。
（https://w3.tohoku.ac.jp/frid/project/page-56/）
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